
全体事業費
（百万円）

上段：当初

下段：最終

2,000

3,662

2,675

7,427

1,500

1,458

680

810

平成２７年度　事後評価実施箇所一覧表　１月２７日審議箇所

街路事業
(都)国道248号線

多治見
たじみ

バイパス
4 都市整備課 ○ H21 H25 多治見市

今の段階では
必要なし

今の段階では
必要なし

　周辺事業との連携に留意し、効果発現
性の高い新規事業を推進していく。

今の段階では
必要なし

　今後も引き続き、事業効果が十分に発
揮されるよう、計画的に事業を立案、推
進していく。

3 道路建設課 ○ H15 H25 道路改築事業
（一）岩井

いわい

高山
たかやま

停車場
ていしゃじょう

線
せん

山口
やまぐち

工区
こうく

ふるさと農道
緊急整備事業 湯

ゆ

けむり下呂
げろ

地区
ちく

下呂市H25
今の段階では

必要なし

高山市
今の段階では

必要なし

今の段階では
必要なし

　コスト縮減を考慮しつつ、曲線や縦断
勾配の緩和など利用者の利便性・安全性
に配慮した設計に努める。
　事業着手時には、冬期の除雪や融雪剤
の散布など維持管理の体制整備について
検討しておくことが必要。

2 農地整備課 ○ H5

総合流域防災事業 一級河川　坂本
さかもと

川
かわ

中津川市
今の段階では

必要なし
今の段階では

必要なし

　計画段階から住民意見を取り入れると
共に、住民等に対して河川事業の必要性
や効果を説明し、事業への理解を深めて
いく。
 今後も引き続き、浸水被害が発生した河
川を中心に、新五流域総合治水対策プラ
ンに基づき、計画的に事業推進してい
く。

1 河川課 ○ S57 H21

路線・地区・河川名等 実施箇所

対応方針（案）

補助・
交付金

県単
今後の事後評価

の必要性
改善措置
の必要性

新規事業へ適用すべき留意点

番号 担当課名

県　事　業
事業
採択
年度

完了
年度

事　　業　　名


